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一

メ
モ

故
小
野
陽
君
は
平
素
研
鐙
の
傍
』
し
、
図
語
の
う
ち
梵
語
か
ら
來
る
な
る
べ
し
と
思
は
れ
る
も
の
を
手
記
に
霧
き
留
め
一
」
鵬
た
の
で
あ
っ
た
．

が
、
そ
れ
ら
が
や
入
最
を
な
し
、
考
案
も
學
者
の
批
評
を
仰
ぐ
に
足
る
に
至
っ
た
と
こ
ろ
か
腸
、
隅
和
冊
年
三
月
發
行
の
本
誌
に
「
梵
語
奈

／

留
別
誌
」
の
標
題
の
下
・
に
、
ま
づ
そ
の
序
文
と
し
て
の
「
た
か
い
ぷ
ね
」
の
頚
を
溌
表
し
た
が
、
つ
置
い
て
本
文
十
二
頚
目
と
、
砿
と
を
世

に
間
ふ
激
定
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
目
次
で
明
か
で
あ
る
。
然
る
に
術
む
ぺ
し
、
同
荊
は
同
年
十
一
月
七
日
突
如
と
し
て
往
生
し
た
。

あ
の
蕊
術
家
は
だ
の
凝
性
の
、
一
分
り
す
を
い
見
せ
な
い
猪
丈
、
そ
の
丈
を
通
し
て
、
或
は
趣
さ
ず
に
も
、
知
り
得
た
あ
の
純
江
戸
子
は
だ

の
、
蕊
人
は
だ
の
風
貌
に
は
将
ぴ
接
す
る
こ
と
の
出
來
な
く
な
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
九
大
の
か
く
れ
た
一
至
愛
、
否
我
國
梵
丈
學
界
で
の
一

至
喪
で
あ
っ
た
所
の
同
君
を
、
五
十
四
歳
で
失
っ
た
こ
と
は
洵
に
残
念
で
あ
る
。
「
梵
語
奈
留
別
誌
」
の
穂
を
川
し
た
年
の
川
月
か
り
は
、

一
７
つ
Ｌ

梵
丈
破
邪
詩
巾
随
一
と
稲
せ
ら
れ
る
ラ
ー
マ
ー
ャ
ナ
の
課
課
に
と
り
か
入
っ
て
居
た
。
そ
の
頃
は
喪
と
な
く
誰
と
な
く
、
夢
と
な
く
現
と
な

く
、
課
久
の
函
句
二
句
を
同
ず
さ
み
つ
上
凋
り
ぼ
上
え
ん
ゼ
居
た
も
の
で
あ
る
。
・
假
す
に
十
年
を
以
て
せ
ば
、
恐
ら
く
は
梵
詩
ラ
ー
マ
ー
ャ

ナ
は
、
同
譜
の
あ
の
洗
雌
さ
れ
た
、
し
か
も
肌
度
人
の
、
そ
し
て
梵
丈
の
、
梨
分
な
さ
な
が
ら
に
表
し
川
し
た
あ
の
編
調
子
を
以
て
の
日
本
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一

一

文
に
於
て
、
我
脅
が
味
訓
す
一
や
を
得
る
に
至
っ
た
で
あ
》
し
う
み
孤
負
ぱ
、
う
た
臭
愛
僻
い
怖
に
堆
へ
・
な
い
・

さ
て
こ
の
梵
語
奈
留
別
誌
の
繊
稿
だ
が
、
こ
れ
は
前
號
所
戦
に
瓜
れ
ば
、
恰
も
全
髄
の
草
稲
が
出
来
て
居
た
か
の
如
く
で
参
る
が
、
笈
は

然
ち
ず
、
た
野
手
記
程
度
の
も
の
が
洩
っ
て
居
る
の
か
で
、
草
稲
な
る
も
の
は
全
然
な
い
。
こ
れ
も
放
飛
の
性
絡
を
よ
く
表
は
し
て
馬
る
。

腐
り
の
無
の
す
む
ま
で
に
煉
り
上
げ
た
丈
で
な
け
ね
ば
一
切
唯
に
し
な
い
、
又
一
臓
推
に
し
て
か
ら
も
、
幾
回
幾
十
回
と
な
く
推
敲
す
る
の

だ
が
、
モ
の
庭
に
番
い
て
は
浦
し
番
い
て
は
淌
し
、
而
し
て
潔
癖
の
凝
性
だ
か
、
、
、
唯
、
き
術
し
た
原
稿
は
一
切
残
さ
な
い
、
必
ず
淨
番
し
た

後
破
棄
し
て
し
煮
」
》
の
で
あ
る
、
故
人
の
泄
稿
を
墜
瑚
に
行
つ
だ
自
分
は
、
，
紡
局
既
に
上
梓
ず
み
の
脈
穂
・
か
、
或
は
既
に
會
心
の
句
と
な
っ

て
居
る
も
の
か
、
さ
な
く
ぱ
軍
な
る
メ
モ
程
度
の
む
の
以
外
に
は
何
物
も
發
見
し
得
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
こ
の
緬
稿
に
し
た
所
が
、
釜
く
メ

■
℃
モ
軽
度
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
主
堅
で
は
上
梓
川
來
な
い
。
さ
れ
ば
と
て
前
雛
の
序
丈
の
み
で
後
を
出
さ
な
げ
れ
ば
、
序
文
そ
の
も
の

、

士
ら
、
序
文
と
し
て
の
迩
味
を
も
侭
さ
な
い
が
如
き
も
の
と
セ
ョ
Ｌ
し
ま
↑
一
恐
れ
が
あ
り
、
そ
れ
で
は
本
人
の
気
も
す
哀
な
い
で
あ
、
い
う

し
、
學
界
と
し
て
も
、
愉
し
い
こ
と
で
あ
診
る
・
ぜ
、
、
自
分
は
漸
く
そ
の
メ
モ
を
拾
ひ
集
竺
ど
う
に
か
”
解
し
符
る
程
度
の
丈
に
し
て
こ
入

に
川
す
こ
と
に
し
た
、
丈
寅
は
釜
く
自
分
に
あ
る
。
而
し
て
前
回
の
目
次
に
見
二
」
届
る
語
の
中
、
自
分
が
見
一
」
、
既
に
先
畏
の
發
表
し
て

居
る
と
思
っ
た
も
の
は
省
く
こ
と
に
し
た
、
例
へ
ぱ
、
（
ど
の
「
皿
」
（
男
．
留
嵐
菌
）
、
「
瓦
」
（
勢
．
屍
四
目
盲
）
、
「
鉢
」
（
犀
．
國
冒
】

勢
．
詞
蒔
冒
、
（
こ
の
「
る
り
」
（
瑠
璃
Ⅱ
吠
瑠
鞠
駕
．
諒
昏
昌
廻
）
、
（
三
の
「
栴
檀
」
国
内
．
ｇ
且
”
目
）
、
「
阿
伽
陀
」
（
男
．
盾
“
含
）
、
／

（
川
）
の
「
ほ
と
け
」
（
際
．
国
且
皇
国
Ｉ
轍
国
十
溌
）
、
「
て
ら
」
（
国
．
、
昌
曾
●
沙
）
、
「
が
ら
ん
」
（
Ⅱ
僧
伽
蛙
の
〆
曾
卦
瞥
身
卸
目
）
』
（
五
）

の
「
千
ま
ん
だ
ら
」
（
千
十
漫
茶
羅
駕
．
冒
菖
曾
冒
）
、
（
・
ど
の
「
か
さ
」
（
犀
．
嵐
冨
闇
）
、
（
九
）
の
「
幡
」
（
は
た
）
（
礫
．
．
甸
卸
惑
冨
）
、

■
〆

（
ご
）
の
「
夜
叉
」
（
算
．
胃
鼻
曾
）
、
（
一
二
）
の
「
ま
ら
」
（
勢
．
冒
身
巴
の
如
き
で
あ
る
。
又
、
が
ぼ
考
應
の
餘
地
あ
り
と
白
分
が

ｅ

思
一
か
も
の
、
例
へ
ば
（
二
）
の
「
し
ゃ
こ
」
「
さ
ん
一
宮
」
（
何
れ
も
故
識
は
段
言
内
冒
の
許
駕
と
す
る
）
の
如
叱
●
．
｜
も
こ
Ｌ
に
制
愛
し
た
。
又

（
二
一
）
の
中
の
「
篭
・
心
」
シ
｝
除
い
た
他
の
、
恥
の
は
、
す
べ
て
梵
語
．
い
い
来
た
も
り
で
た
い
・
か
ぢ
こ
の
輌
稿
か
り
は
除
＼
を
至
涜
と
思
っ
た

か
し
削
除
し
た
。
又
時
に
は
内
分
の
意
見
を
婿
補
し
た
簡
鹿
も
あ
る
、
こ
れ
は
故
人
も
そ
の
生
前
に
於
冨
か
入
る
側
艶
に
つ
い
て
は
常
に

〆

｡

、

ニユ

一
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←

■

ダ

ニ

（
五
）
の
⑧
億
こ
↑
ふ
（
億
劫
）

億
は
蝋
字
の
億
で
あ
る
が
、
と
ふ

（
一
）
の
④
蓋
、

一

ｍ
六
・
砲
巨
［
駒
。
〔
字
［
ご
く
〕
秒
○
ロ
や
０
円
ご
い
い
穴
⑦
行
Ｃ
Ｈ
く
の
い
い
①
岩
日
脚
Ｑ
の
○
ｍ
』
の
画
く
の
い
｝
匡
昴
の
ご
く
の
岸
○
や
旨
〕
頭
ｃ
討
雲
尉
騨
毛
己
』
巨
輌
Ｑ
陦
四
国
学
．
、
匡
一
）
い
行
い
国
○
の
一

●

１

「

画
、
』
。
号
一
言
。
３
８
８
ぐ
⑦
尉
邑
〕
の
で
目
鼻
５
ｍ
‐
・
梵
語
の
意
味
は
入
れ
物
、
包
む
も
の
、
恭
ひ
か
く
す
布
等
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
そ
の
包

自
■
、

み
恭
ふ
と
こ
ろ
か
ら
日
本
語
の
今
の
用
法
の
如
く
使
は
れ
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

一

お
ば
！

（
五
）
の
④
大
ま
か
．
（
大
摩
訶
）

『
お
ほ
」
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
日
本
詔
の
「
大
」
の
意
で
あ
る
が
、
「
ま
か
」
は
〆
ぃ
所
．
旨
農
訓
．
○
三
己
噌
の
鼻
》
目
習
ご
》
ｍ
首
。
画
函
］

》
脚
頁
冒
烏
具
．
即
ち
大
の
意
味
で
、
同
義
の
異
種
語
と
亜
ね
た
も
の
で
あ
る
。

一

、
の
④

ｊ

自
分
に
相
談
と
。
か
け
‐
つ
れ
て
居
た
の
Ｅ
あ
る
か
ら
、
い
よ
い
よ
上
梓
す
る
場
杏
に
は
必
ず
自
轌
”
の
意
見
を
加
へ
ら
れ
る
に
相
通
な
い
と
幅
ず

る
が
故
で
あ
る
。
“
以
上
の
向
分
の
取
計
ら
ひ
に
つ
い
て
は
繊
者
各
位
は
之
を
鯨
と
せ
ら
れ
た
い
。
（
昭
和
廿
二
年
三
月
十
八
Ｎ
）
一

略
屯の
杙 弄
a g

印．

Ｉ
卑
回
厨
詩
こ
れ
は
印
匪
ア
．
‐
‐
リ
ー
ャ
ン
語
系
に
属
す
る
も
の
召
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
出
來
た
後
に
於
て
、

■
Ｌ

た
諸
地
方
の
方
言
語
や
、
パ
ー
リ
（
国
ご
語
や
‐
、
ジ
ャ
ィ
ナ
語
Ｑ
』
言
舞
己
昌
角
禺
）
雑
一
切
を
總
稲
す
る
。

■

ノ

〔
冨
弓
〕
冒
○
員
①
圃
君
澤
一
冨
目
め
”
の
画
口
の
百
詳
因
ロ
、
旨
蔚
宮
口
旨
寓
Ｃ
ロ
閏
竜
．
《

、

一

號11

の
四
口
の
屋
再
芹

勺
粍
昌
口
詩

グ
ー

（
劫
）
は
劫
波
呼
．
民
騨
唱
堺
駕
．
雷
ざ
ぃ
の
波
を
横
黒
し
た
も
の
、
劫
波
は
枇
界
の
壽
命
で
、

一
一
一

、

圃
然
に
Ⅲ
来
て
來

、
〆

寺

～

、



四

四
十
三
臆
二
千
幽
年
と
稲
せ
ら
れ
る
。
從
っ
て
、
億
劫
は
非
梢
に
長
い
年
月
を
い
っ
た
も
の
で
、
稗
じ
て
そ
れ
ほ
ど
長
年
月
を
要
す

る
が
如
き
事
柄
で
、
と
て
も
厄
介
な
事
柄
で
、
す
る
の
が
い
や
に
な
る
飛
持
を
表
は
し
た
語
。

む
麓

（
六
）
の
①
無
駄

騨
．
寓
目
言
．
ｇ
弓
ご
ざ
ｇ
甘
く
煙
冒
一
屋
切
但
の
い
い
々
（
陣
．
、
目
与
↓
弄
○
の
月
蔦
且
。
即
ち
「
無
益
に
」
の
意
か
ら
来
た
も
の
で
あ
る
。

ゼ
も
の

一
「
駄
物
」
は
「
無
駄
物
」
の
「
無
」
が
椅
器
さ
れ
た
語
。

だ
め

「
駄
目
」
は
「
無
駄
」
の
「
無
」
が
打
暑
さ
れ
た
の
に
、
「
場
合
」
の
意
を
表
は
す
「
め
」
（
目
）
（
憂
き
目
の
目
の
如
し
）
が
つ
い
た

吐
腫
も
だ

も
の
。
〔
大
言
海
〕
で
．
「
む
だ
「
を
「
室
」
一
難
」
の
柳
と
す
る
は
不
可
。

ば

力

（
六
）
の
②
馬

鹿

凸
ｅ
－

こ
れ
は
際
．
冒
百
．
ｇ
夛
己
脚
．
ぐ
ゆ
暑
冒
巨
畠
↓
の
旨
巨
の
》
筒
口
○
国
鼻
》
。
旨
い
昌
胃
且
》
言
胃
豊
の
『
愚
か
ｒ
一
の
意
を
と
っ
た
も
の
‐

で
、
そ
伽
が
日
本
語
に
な
っ
て
か
ら
、
馬
鹿
と
あ
て
字
を
し
た
も
の
で
、
支
那
な
ら
ば
馬
鹿
は
『
ば
ろ
く
」
で
『
ば
か
」
と
は
な
ら

な
い
。
而
し
て
日
本
で
『
馬
鹿
」
と
あ
て
字
注
し
て
か
ら
一
Ｊ
鹿
を
馬
と
言
ひ
し
に
よ
る
」
云
共
の
傅
説
が
附
會
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ

／

湊
ら
月
／
０
－

高
楠
先
生
は
弊
て
「
ば
か
」
は
梵
語
の
層
冨
全
円
瀧
の
一
諏
騨
ａ
２
回
の
く
日
で
、
こ
れ
は
侭
善
肴
、
詐
侭
師
等
の
意
に
用
ひ
ら
れ

る
）
か
ら
来
た
語
で
、
里
．
冒
冨
‐
日
日
百
》
（
匡
。
鼻
言
且
｝
曽
巳
）
の
冒
冨
を
取
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
と
せ
ら
れ
た
が
、
し
か

〆

、

し
一
〕
四
百
に
は
『
鯉
ｒ
｜
の
意
味
は
な
く
む
し
ろ
好
智
に
た
け
た
詐
侭
師
の
意
で
あ
る
か
ら
、
一
ば
か
」
を
こ
の
冒
厨
か
ら
来
た
も
｝

の
と
す
あ
は
不
可
で
あ
ら
う
。

ロ
、

ノ

急



己

こ
れ
は
高
楠
先
生
は
好
て
際
．
ど
ワ
ニ
３
国
．
曹
冒
§
（
脈
物
、
瘤
、
粘
膜
瘤
の
意
）
か
ら
来
た
も
の
と
せ
ら
れ
た
が
、
私
は

、
戸
．
衿
冒
冨
（
〔
冨
葛
〕
脚
彦
Ｃ
旨
↓
く
い
Ｅ
ご
甘
竺
〕
の
智
ｃ
目
仔
脚
ご
号
冨
①
朋
且
冨
昇
ｃ
崗
昏
の
ｇ
巳
曽
料
駒
冒
扁
）
、
．
即
ち
、
「
穴
一
、

ｍ
Ｊ
０

「
身
臘
の
く
ぼ
み
た
る
部
」
「
袋
の
如
き
く
ぼ
み
」
、
か
ら
来
た
も
の
と
、
し
ふ
。
甑
に
「
く
ぼ
み
一
の
あ
る
の
と
穴
の
あ
る
顔
、
即

ち
「
あ
ば
た
』
（
Ｐ
く
い
園
）
と
呼
ん
だ
の
で
あ
ら
う
。

（
八
）
の
の
べ
い
る
し
や
（
毘
臓
遮
、
よ
く
し
ゃ
べ
る
こ
と
）
、

乙
伽
は
い
汽
．
ぐ
凰
再
・
偏
目
脾
（
〔
冨
弓
〕
’
四
頁
侭
胃
の
己
品
・
）
が
遡
照
の
意
で
あ
る
よ
り
卿
じ
て
職
長
舌
を
推
ひ
迦
ぬ
く
世
界
に
ひ
ろ

げ
る
意
よ
り
、
庇
長
舌
を
振
鼻
、
即
ち
、
よ
く
し
ゃ
べ
る
通
と
な
っ
た
も
の
と
川
心
ふ
。

（
八
）
の
②
え
ん
だ
ら
（
因
陀
靴
）

こ
れ
は
、
弄
・
冒
身
鯉
（
即
ち
帝
群
天
）
か
ら
來
た
も
の
で
、
毛
の
勇
猛
性
か
ら
狂
恭
性
へ
と
郷
じ
、
そ
れ
が
「
将
婦
」
「
ふ
ん
ぱ

《
い
定
刈

り
」
の
意
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

一
子

、

ｃ

〔
大
一
両
海
〕
で
は
、
ラ
バ
カ
（
名
）
、
賜
庇
〈
徴
宇
ナ
リ
、
梵
諦
日
。
盲
（
慕
何
、
痴
ト
課
ス
）
又
ハ
ョ
鱒
冒
冒
冒
（
摩
訶
羅
、
無
智

紙
ケ

ト
課
久
）
ノ
稗
ニ
テ
偶
／
隠
語
二
起
レ
ル
詔
卜
云
う
、
或
ハ
老
ノ
脾
カ
ト
モ
云
う
、
案
ノ
越
曲
ガ
鹿
ヲ
指
シ
テ
馬
ト
言
ヒ
シ
ニ
附
會

シ
テ
馬
鹿
ノ
字
ヲ
糊
ツ
ル
ナ
ド
、
湯
孤
淑
ナ
ル
ノ
柵
キ
ノ
ミ
’
二
ノ
ラ
ズ
越
尚
ガ
事
ハ
欺
キ
テ
侮
蔑
シ
タ
ル
意
ト
ハ
ナ
レ
、
慾
ナ
ル
意

ヲ
成
サ
ズ
云
盈
‐
一
と
、
恩
ふ
に
冨
。
富
は
明
に
勉
痴
を
窓
味
す
る
が
、
し
か
し
‘
「
ば
か
」
の
鹿
音
は
、
旨
。
胃
（
慕
何
）
か
ら
來
た

と
す
る
よ
り
は
、
罰
冨
（
婆
訶
）
か
ら
来
た
と
見
る
方
が
よ
り
適
切
で
あ
ら
う
。

と
す
る
よ
り
は
、
罰
冨
（
婆
訶
）
か
《

（
七
）
の
②
あ
ば
た
（
菊
和
）

〆

五
.

、

ひ

一 一



、

～
へ

一

『

グ

ー
ｇ

｛
く

え
，

／

因
み
に
東
北
地
方
の
「
え
。
つ
ら
」
・
『
い
づ
ら
」
、
或
は
「
い
。
つ
ら
わ
る
い
」
叉
は
中
剛
．
・
九
州
の
「
え
《
つ
い
一
「
怖
い
」
も
こ
れ
か
子

ら
来
た
も
の
か
？

（
九
）
②
婆
沙
維
（
ば
さ
ら
、
ば
し
や
ら
．
婆
Ｈ
雑
婆
折
維
、
伐
墹
雑
、
ば
し
や
れ
る
、
し
ゃ
れ
る
）
？
．
／

こ
れ
ら
は
す
べ
て
學
．
５
育
騨
の
昔
癌
か
ら
来
た
語
で
、
冒
冒
は
金
剛
杵
（
騨
冒
一
員
胃
ｇ
ら
、
特
に
帝
樺
天
の
持
つ
金
剛
杵
を

４
．

指
す
、
こ
の
詔
の
梵
語
に
出
て
來
る
雌
初
の
意
味
は
金
剛
杵
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
金
剛
杵
は
そ
れ
自
身
噸
ろ
堅
く
、
他
を
破
推
す
〃

る
能
力
を
持
っ
て
居
る
所
か
ら
、
又
、
金
剛
石
ｅ
賦
日
。
〕
］
ｅ
の
意
と
も
な
る
が
、
こ
れ
は
鋪
二
次
的
の
意
味
で
あ
る
。
“

〔
大
言
海
〕
で
、
パ
ナ
ラ
（
梵
く
画
言
騨
）
の
節
一
の
意
味
を
「
金
剛
石
」
と
し
ん
金
剛
杵
を
雄
二
の
意
味
と
し
て
居
る
の
は
誤
り
で

一
あ
る
。
「
ば
さ
ら
」
（
梵
緑
青
震
）
は
ア
ー
リ
ヤ
族
の
守
謹
祁
帝
押
天
の
持
つ
金
剛
杵
で
、
こ
れ
は
「
猛
烈
に
、
」
「
む
や
み
に
、
」
．

、
晶
慾
炉
に
」
破
推
す
る
所
か
ら
、
こ
れ
が
日
本
語
が
中
に
入
っ
て
、
‐
一
方
九
州
博
多
地
方
の
方
言
の
「
ば
さ
ら
一
即
ち
、
「
む
や

み
に
澤
山
、
」
「
大
ざ
っ
ぱ
』
等
の
意
に
な
り
、
他
方
、
む
や
み
に
、
掛
酌
せ
ず
に
振
舞
ぶ
と
い
ふ
所
か
ら
、
又
懲
味
が
大
凡
二
辿
り

，
に
分
れ
て
剛
ひ
ら
れ
る
に
至
っ
た
、
そ
の
Ｈ
は
、
粗
放
、
狼
燕
、
し
ど
け
な
い
こ
と
、
そ
の
口
は
、
き
ま
り
に
よ
ら
・
雲
了
に
一
風
か
は

っ
た
趣
、
風
流
、
、
だ
て
、
豪
著
、
の
意
と
な
る
、
例
へ
ば
、

１
１
１
ｎ
ｈ
屯
訂
ぼ
ろ

一
‐
粗
放
」
の
例
、
（
鴉
瀧
合
戦
）
「
け
し
か
ら
い
叩
、
ば
さ
ら
に
て
煉
貫
の
は
衣
を
掛
く
ｒ
ア
（
青
果
所
引
）
、
↓

表
〆
●
口

．
Ｉ

。
「
狼
燕
一
の
例
、
一
（
洞
房
語
園
下
）
「
醐
治
寛
文
の
域
、
町
凌
嵯
ハ
法
男
逹
と
い
ふ
者
俳
綱
し
て
…
・
吉
服
へ
入
込
み
、
抜
折
羅
狼

蒲
の
事
共
、
度
凌
に
及
ぶ
」

一
匹
ど
け
な
い
」
の
例
、
（
心
中
刀
は
氷
の
朔
日
）
「
町
方
に
居
る
分
に
言
ひ
な
し
た
私
が
身
が
、
ば
し
や
れ
た
形
で
逢
は
れ
も
せ

グ

一

､

〆
一

P
〆



、

＝

ず
」
（
痴
泉
財
引
）
、

（
同
意
）
（
夕
霧
阿
波
鴫
渡
）
「
あ
の
慨
城
し
ば
じ
や
れ
も
Ｐ
一
念
、
来
所
別
）
．
、
，

弓
き
ま
り
に
よ
ら
・
ず
に
一
風
か
は
っ
た
趣
《
黙
ｕ
お
例
、
（
縦
教
訓
抄
）
一
下
薦
呪
川
と
も
な
く
ば
さ
ら
あ
り
恒
仕
る
も
の
か
な
一
（
言

魁

〃

泉
、
大
言
海
所
弥
）
、
》
・

（
同
意
）
（
繼
漉
抄
拘
九
、
舞
の
事
）
弓
禽
人
脇
し
Ⅱ
兇
し
之
伍
し
美
‐
何
Ｕ
輿
・
か
あ
ら
む
や
、
ば
さ
ら
あ
り
、
し
な
あ
り
、
振
舞
は
む
と

ジ
と
む
か

す
れ
ば
拍
丁
と
逮
へ
、
叉
拍
子
を
不
し
乖
と
・
す
れ
ば
、
燭
割
引
な
し
、
：
．
：
．
此
剛
事
蛾
”
て
、
め
で
た
く
見
む
こ
と
・
・
…
．
、
誠
に
あ

り
が
た
き
こ
と
な
り
」
（
大
言
海
川
引
）
、

一
Ｉ
風
流
」
の
例
，
（
建
武
式
同
）
．
、
「
近
日
號
二
婆
佐
羅
奪
好
一
遜
菱
…
・
・
・
風
流
服
飾
無
し
不
し
麓
し
川
、
」
（
太
一
三
挺
所
引
）
、

函
假
｝
Ｌ
》
平

「
だ
匹
の
例
、
（
貞
丈
雑
記
）
、
「
古
、
婆
娑
羅
な
る
人
と
い
ひ
し
と
、
今
は
腓
逹
村
と
．
い
ふ
な
り
、
軽
娑
雑
を
好
む
な
ど
上
日

ダ
ダ

■
８
－

記
に
見
え
た
り
？
デ
（
言
泉
所
引
）
、

「
豪
客
」
の
例
、
（
太
平
記
一
千
四
天
純
寺
建
立
郡
）
、
麹
一
‐
そ
目
ろ
な
る
閏
圃
司
引
に
耽
り
七
、
身
に
は
五
色
莚
粧
り
、
食
に
は

・
八
珍
駐
識
し
、
茶
の
會
、
酒
妾
に
は
若
干
の
我
を
入
れ
、
愉
城
州
樂
に
無
篭
の
財
を
肌
〈
へ
し
か
ば
云
盈
』
（
空
両
海
脈
引
）
、

次
に
動
詞
と
な
っ
て
は
、
ば
し
や
れ
る
（
下
ご
（
「
取
乱
し
た
様
に
な
る
、
」
弓
遊
摘
な
る
様
に
な
る
」
と
な
る
こ
と
は
、
先
に

「
し
ど
け
な
い
一
の
虚
で
出
し
た
如
く
で
あ
る
が
、
更
に
そ
の
一
Ｊ
ば
」
が
落
ち
て
し
ゃ
れ
る
と
な
る
。
つ
し
や
飾
る
」
が
も
し
「
酒

落
』
か
ら
來
た
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
「
し
や
ら
く
れ
る
」
と
な
る
べ
き
で
あ
る
が
、
か
比
る
語
は
な
い
か
ら
、
「
し
や
れ
る
ｉ
一
は

「
ぱ
し
や
れ
る
」
か
ら
來
た
も
の
と
見
ね
ば
な
ら
ぬ
。

七

L

閏

ヂ

、

一
／

ｰ

〆

～ ～
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八

③
（
一
○
）
ち
ち
、
は
は
、
ぢ
ぢ
、
ば
ば
、

も
ち

〔
太
一
局
海
〕
に
は
「
〔
ち
〕
（
名
）
鯉
（
持
ノ
約
）
、
帥
、
人
ノ
・
小
無
又
、
徳
焚
メ
ー
ｚ
云
う
語
、
云
変
、
」
ユ

オ
ホ
ヂ
ツ
ヂ

Ｒ
ち
〕
（
名
）
父
（
カ
ソ
）
、
常
二
亜
ネ
テ
ち
ち
ト
云
う
、
熟
語
ニ
ハ
辿
騨
ニ
テ
濁
ル
、
大
父
、
小
父
ナ
ド
コ
レ
ナ
リ
、
云
々
」
又
、

チ

ク
ズ
ピ
ト

「
〔
ち
ち
〕
（
名
）
父
、
〔
嬢
〕
ヲ
亜
ネ
テ
云
う
語
、
小
兒
ノ
語
二
起
ル
カ
、
應
祁
記
十
九
年
二
國
巣
人
ガ
天
皇
ヲ
指
シ
奉
り
一
え
ぼ

チ

ハ
ハ

ガ
知
ト
云
ヘ
リ
、
カ
ク
云
う
ち
ヲ
蚊
ネ
タ
ル
ハ
乳
ヲ
ち
ち
、
叉
、
う
ま
う
ま
を
ま
ま
、
愛
し
愛
し
ヲ
は
は
ト
云
う
類
ナ
リ
、
梵
語
二

モ
比
多
卜
云
上
（
梵
語
雑
名
）
、
沖
繩
｝
只
ち
や
ち
や
卜
云
ヘ
リ
、
云
糞
」

と
あ
る
も
、
私
は
一
ノ
ち
ち
」
「
た
た
」
「
ぢ
ぢ
」
等
一
類
の
語
は
男
．
、
毎
画
（
〔
寓
言
〕
“
曾
昏
閂
一
縛
両
関
日
。
閉
騨
黛
の
島
。
ロ

胤
身
の
切
伽
の
旦
壷
。
脚
旨
。
』
。
○
か
ら
來
た
も
の
と
思
ふ
。
目
鼻
鯛
は
父
の
意
で
あ
る
が
、
夕
↓
チ
↓
一
プ
↓
卜
と
郷
じ
、
「
た
た
」
↓

・
一
Ｊ
ち
ち
」
↓
「
て
て
」
↓
「
と
と
」
と
な
り
、
何
れ
も
父
を
表
は
す
こ
と
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
／

公
家
の
語
「
お
た
入
さ
ま
」
「
お
た
あ
さ
ま
」
は
勿
論
「
た
Ｌ
↑
で
あ
る
し
、
．
非
太
平
記
白
石
噺
、
七
，
。
（
天
明
七
，
八
川
土
一
日
、

豐
竹
座
、
作
考
烏
亭
焉
搦
、
紀
上
太
郎
、
容
挑
熊
、
焉
烏
旭
、
三
雄
環
）

に
今
丁

「
コ
レ
ェ
父
は
五
月
川
植
の
時
、
代
官
の
志
賀
蕊
七
と
云
ふ
悪
で
Ｌ
な
侍
に
切
ら
れ
て
お
死
に
や
り
巾
し
た
わ
い
２
：
．
：
．
「
・
・
…
処

か
た
き

に
悟
了

わ
し
が
ア
土
た
よ
り

き
っ
と
敵
と
云
ふ
事
も
な
ら
ず
、
父
は
犬
妃
、
語
る
も
長
い
事
な
れ
ど
、
．
…
・
・
・
…
：
跡
は
私
と
母
ば
か
り
、
便
な
い
身
に
下
地
の
大

、
Ｌ
唯

病
、
重
り
‐
１
１
℃
が
ア
ま
は
六
月
十
六
日
、
悲
し
や
絡
に
死
し
や
り
巾
し
た
ハ
イ
ナ
ウ
」
の

だ
だ
ァ
も
「
た
た
」
の
濁
つ
た
も
の
で
あ
る
。
熊
本
の
武
家
の
「
で
で
さ
ん
」
も
、
京
都
の
上
流
の
「
お
で
エ
さ
ん
」
も
『
て
Ｌ
」

か
ら
来
た
も
の
。
次
に

プ

I

､
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戸

〃

』

一
■

『
ぢ
ぢ
」
は
「
ち
ち
ぢ
ぢ
．
一
（
父
父
）
即
ち
、
父
の
父
、
仙
父
を
表
は
し
た
も
の
で
あ
る
。
・
砿
忽
る
時
に
後
の
矛
溺
ろ
は
國
語
り
語

法
で
、
例
へ
ぱ
、
ち
ぢ
（
干
共
）
、
せ
ぜ
（
湘
左
）
、
つ
づ
（
津
盈
）
、
ひ
と
ぴ
と
（
入
廷
）
、
こ
と
ご
と
（
事
変
）
の
如
し
、
Ｍ

Ｏ
Ｇ

喬
二
つ
よ
り
成
る
語
逓
並
ね
る
岬
は
二
昔
共
に
濁
る
の
で
あ
る
。
〔
大
言
海
〕
で
雛
を
取
れ
て
「
ち
ち
」
と
な
っ
た
す
る
が
、
「
も
」

を
承
れ
れ
ば
「
ち
ぢ
」
と
な
り
、
「
ち
ち
」
と
は
．
な
ら
ぬ
笛
。
故
に
「
ち
ち
」
（
父
）
の
諦
源
を
嘘
と
す
ろ
は
常
ら
ぬ
。
又
、
〔
大

ヅ

言
海
〕
・
で
『
ぢ
ぢ
」
は
『
お
ほ
ぢ
』
を
並
”
た
蒲
と
す
る
も
私
は
採
ら
ぬ
。

「
は
は
」
一
ゞ
ば
ば
」
に
つ
い
て
は
、

ナ
ナ
ク

〔
大
言
海
〕
で
は
「
〔
は
は
〕
（
名
）
母
、
（
愛
し
、
首
昔
ノ
ミ
ヲ
凧
ネ
テ
云
ヘ
ル
ニ
テ
、
小
兇
詔
二
起
レ
ル
ナ
ラ
ム
、
父
勺
ノ
・
蛾
糞
ノ

Ｅ
ｐ
コ
ト
ｑ

如
シ
、
又
、
紙
ヲ
い
ろ
は
ト
云
う
畔
ハ
は
ノ
ー
昔
二
云
ヘ
リ
）
（
醐
葉
集
十
九
長
歌
）
一
‐
波
播
ソ
バ
ノ
母
ノ
命
」
」
と
あ
る
も
、
私

は
『
は
は
」
（
緋
）
、
『
ぱ
ば
」
（
肌
は
）
、
一
‐
あ
ば
」
（
腓
）
、
「
あ
ま
」
（
女
の
出
家
群
、
尼
の
字
を
職
て
居
る
が
、
尼
は

め
＆
の
土
ひ

比
丘
尼
Ｅ
鼻
声
冒
己
の
比
丘
を
満
略
し
た
の
み
で
惹
味
は
な
い
）
鋤
、
（
舞
樂
の
案
朧
の
舞
の
案
摩
）
、
（
蔑
詞
と
し
て
の
わ
ま
、

「
こ
の
あ
ま
奴
」
と
い
ふ
時
の
如
し
）
は
何
れ
も
、
戸
．
シ
日
冒
》
胃
．
シ
ョ
ョ
脚
（
〔
冒
さ
〕
籾
・
日
。
吾
胃
）
的
。
。
Ｑ
三
○
国
騨
己
〕
“
い
い
曾
骨

。
［
Ｈ
の
い
で
の
ｇ
）
か
ら
来
た
も
の
で
、
こ
れ
が
日
本
語
で
一
方
ば
『
ア
バ
」
と
な
り
他
方
一
‐
ア
マ
」
と
な
っ
た
も
の
と
恩
ふ
、
（
因
み

一

に
、
猫
乙
語
シ
ョ
ョ
の
そ
の
古
語
諺
冒
言
い
は
乳
母
の
恵
で
あ
る
が
Ｍ
語
泌
で
あ
ら
う
）
・

邑

西

グ

ー
ｊ
あ
ば
」
刑
前
綱
後
で
は
母
の
意
．
］

．
、
。

「
あ
ば
」
（
は
）
．
「
あ
は
」
‐
γ
「
は
は
」
と
な
っ
た
か
、
〔
干
潟
日
、
こ
の
陣
化
の
理
山
の
説
明
不
充
分
で
あ
る
〕

「
あ
も
」
（
緋
、
來
幽
、
古
謡
）
、
「
お
も
」
（
緋
、
古
紙
）
、
弓
お
も
う
さ
ま
」
（
母
、
公
家
の
語
）
、
先
に
「
だ
ビ
ア
」
の
時

．
九

、

色

r■
L』



，
一
○

に
川
し
た
、
石
噺
の
例
の
一
が
ア
ま
」
も
雌
の
意
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
上
に
「
が
」
が
『
い
た
の
で
あ
馬
ｏ

－
ｊ
ば
ば
」
（
泄
母
）
は
「
ぢ
ぢ
」
（
測
父
）
の
時
と
同
様
に
「
は
は
ぱ
ぱ
」
（
緋
は
）
と
な
っ
て
『
ば
ば
」
と
な
っ
た
も
の
。

か
へ

芦
肖
あ
ま
」
．
（
女
の
出
家
群
）
》
は
や
ョ
罫
が
鈩
冒
冒
騨
に
稗
じ
た
方
か
ら
来
た
も
の
で
あ
ら
う
。
案
雁
郷
の
案
歴
も
蔑
詞
と
し
て
の

『
あ
ま
」
も
何
語
源
で
あ
ら
う
。

な
ぼ
、
『
あ
ぱ
」
「
だ
だ
」
は
地
方
に
よ
っ
て
交
錯
し
て
居
る
こ
と
が
あ
る
。
「
あ
ば
一
は
陸
中
で
は
、
父
を
表
は
し
、
一
Ｊ
だ
ぽ
」

は
岩
城
で
は
雌
を
表
ぱ
し
．
又
、
一
お
た
ア
さ
ん
」
は
和
泉
、
河
内
撒
雛
京
都
竿
で
は
緋
を
表
は
し
、
後
志
で
は
一
ぢ
ち
」
は
母
を

表
は
す
如
し
。
・
・
一

一
声

‐
（
二
）
一
の
②
般
若
、
沈
香
、
伽
維
に
つ
い
て
、
《

白
、

，
一
ば
ん
に
や
一
（
般
若
）
は
博
．
冠
昌
鼠
の
六
・
、
旦
副
の
一
》
刷
爲
で
あ
り
、
，
こ
れ
が
智
慧
を
表
は
す
（
女
性
）
名
詞
で
あ
る
こ
と
は

云
ふ
ま
で
も
な
い
。
こ
上
に
問
題
と
な
る
の
は
、
か
Ｌ
る
般
若
が
、
何
故
に
般
若
面
（
能
で
川
ひ
る
鬼
女
の
如
き
怖
ろ
し
き
奔
扣
の

め
ん
４

、

假
面
）
や
、
怖
ろ
し
い
面
和
の
女
、
惇
姉
、
或
は
沈
香
の
一
種
質
は
伽
雑
と
洞
じ
も
の
撞
表
は
す
が
如
き
に
川
ひ
ら
り
轡
に
至
っ
た

、
か
と
い
ふ
こ
と
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
古
来
の
閲
諦
鯉
折
の
解
繩
が
未
だ
我
交
を
甘
背
せ
し
め
る
に
至
っ
て
居
な
い
の
に
砿
み
、
私

は
乙
凡
に
一
つ
の
試
案
を
川
す
次
節
で
あ
る
。
〃

〔
言
泉
〕
で
は
、
一
「
ば
ん
に
や
」
（
般
諮
）
、
（
名
）
Ｈ
分
別
妄
想
ヲ
雛
レ
テ
貨
想
県
如
ヲ
逵
槻
ス
ル
智
慧
口
般
若
紙
ノ
略
、
臼

般
恭
伽
ノ
略
、
（
枕
草
紙
）
一
〃
ひ
ろ
き
物
、
あ
は
う
の
鼻
、
ほ
ん
に
や
の
耐
』
画
怖
シ
キ
而
机
ノ
女
、
固
香
ノ
ー
、
沈
ノ
ー
種
．
質
ハ

に
た
，
リ

〃
狸
。
》

伽
岬
流
ク
キ
初
ヨ
リ
杏
花
ヤ
ヵ
’
一
シ
テ
ョ
ク
、
火
末
ハ
似
二
同
ジ
、
㈱
紋
所
ノ
ー
、
般
浩
の
假
面
二
象
レ
ル
モ
ノ
？
一
と
あ
り
、
〔
大

〆

一

●、

ー



÷

・
車 一

ー

戸

言
海
〕
に
は
、
「
…
：
・
俗
二
恐
ル
ベ
キ
相
ヲ
ナ
セ
ル
鬼
女
ノ
稲
、
術
曲
〔
葵
の
上
〕
｜
一
脈
人
ノ
怨
蝉
、
人
ヲ
幟
マ
ス
ヲ
佃
祇
リ
ー
プ
経
一

。
－

文
（
般
若
経
）
ヲ
唱
フ
、
祇
リ
コ
メ
ラ
レ
、
怨
窪
「
あ
ら
恐
し
の
般
蒋
難
や
」
ト
云
ヒ
テ
淌
１
、
般
藷
經
二
菩
朧
ノ
雌
怨
ヲ
推
伏
ス

ル
コ
ト
ア
リ
ト
云
者
般
若
笠
ハ
経
文
ノ
難
ナ
ル
ヲ
談
リ
テ
怨
盤
ノ
蕊
ト
シ
タ
ル
カ
、
（
般
若
笠
云
燕
ノ
論
〈
山
水
北
山
ノ
枕
ナ
リ

ト
蕃
施
随
筆
三
云
ヘ
リ
）
ト
云
う
、
或
谷
琴
フ
、
十
六
善
艸
ハ
股
若
經
ノ
守
護
御
ナ
レ
バ
ト
云
フ
ト
云
ヘ
ド
、
男
女
ノ
述
上
ア
リ
、

或
ハ
云
う
、
昔
女
房
ノ
妬
心
深
キ
ヲ
洲
度
セ
ム
ト
テ
般
若
坊
ト
云
う
術
ノ
打
チ
シ
面
ア
リ
シ
’
一
起
ル
（
共
面
現
二
今
芥
ノ
家
ニ
ア
リ

ハ
シ
ヅ
ア
、

ト
）
、
外
而
如
菩
薩
内
心
如
夜
又
ノ
意
ヲ
表
ハ
セ
ル
ヵ
ト
云
う
。
（
海
録
十
八
）
梵
語
般
茶
ノ
卿
よ
慌
物
ノ
義
ナ
リ
ト
、
女
稚
叉
・
」

云
糞
何
れ
も
事
柄
の
紘
辿
は
そ
れ
で
よ
る
し
き
も
、
解
樺
は
牽
弧
附
會
の
産
が
多
唾
。
私
の
考
で
は
、
「
‐

■
『

般
若
（
厄
畠
員
勺
罵
言
群
）
は
、
語
モ
の
．
も
の
は
女
性
名
詞
で
、
押
栽
の
通
で
あ
る
が
、
印
度
で
は
こ
れ
が
人
絡
祁
化
し
て
ば
辨
天
《

（
勢
．
殴
制
い
く
島
〕
）
辨
財
天
、
糯
才
天
）
と
Ⅲ
一
脱
さ
れ
、
又
、
印
度
教
の
・
曽
冨
（
打
力
な
洲
の
女
性
的
性
力
を
紳
栴
化
し
た
も

Ｃ

Ｏ
毎
ヶ
、

●

の
）
思
想
の
盛
と
な
る
に
及
ん
で
は
、
般
若
は
叉
一
つ
の
曽
再
粋
と
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
（
〔
冨
葛
〕
。
厚
い
言
動
の
項
参
照
）
而
し

ピ
シ
ユ
ス

て
又
辨
天
は
毘
紐
季
（
勗
抑
口
。
）
刺
の
印
画
言
と
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
叉
、
荒
川
（
唇
身
騨
）
の
留
冨
、
と
せ
ら
れ
る
こ
と

．
／

も
あ
る
。
（
風
．
ｇ
閂
乏
〕
砂
Ｈ
”
里
昌
）
而
し
て
く
鈎
冒
再
ゴ
ロ
腰
（
風
紳
古
事
記
）
に
よ
れ
ば
、
荒
紳
の
、
鯉
冨
は
二
様
あ
り
、
一
は

白
色
で
柔
和
の
性
を
表
は
し
、
吉
昨
天
（
冒
廓
目
）
辨
天
（
ｍ
自
騨
い
く
畠
）
の
如
き
で
あ
り
、
他
は
黒
色
で
狂
暴
性
を
表
は
す
、
雍
女

，
榊
Ｓ
員
唱
）
、
黒
女
紳
（
う
ぢ
の
如
し
。
（
・
端
．
〔
冨
言
〕
曾
冨
）
。
又
、
辨
天
（
ぃ
員
凹
い
く
島
）
は
糯
舌
と
學
問
と
の
女
祁
で
あ
系
。

彼
女
は
吉
淋
天
と
對
抗
す
る
、
時
に
は
梵
天
の
女
に
し
て
妾
と
せ
ら
れ
る
と
↑
と
も
あ
る
、
又
昨
に
は
韮
女
祁
（
ロ
員
咽
）
と
同
一
と

見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
又
雌
紙
祭
又
は
マ
ヌ
（
昌
騨
目
）
の
妻
と
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
（
且
〔
冨
乏
〕
留
日
“
く
四
ｓ
。
以
上
に
ょ

巳
勺
少

、

一

I

一
一

～
〃

、

む



守

■
》

、

一
一
一

っ
て
知
ら
れ
る
如
く
、
般
若
は
川
格
化
さ
れ
辨
天
と
同
じ
と
な
り
、
。
又
、
女
性
性
力
の
祁
格
化
さ
れ
た
啓
冨
と
も
見
ら
伽
、

、
留
冨
』
と
し
て
は
辨
天
は
白
色
柔
和
性
を
表
は
す
の
が
雛
脚
辿
で
あ
る
が
時
に
は
狂
暴
性
の
留
雰
粋
と
同
一
覗
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る

・
の
で
あ
る
か
ら
、
目
角
喝
と
同
一
硯
さ
れ
Ｌ
ぱ
、
そ
れ
は
即
ち
一
名
懇
女
祁
負
昌
）
で
あ
る
。
故
に
と
Ｌ
で
は
般
若
が
黒
色
狂
暴

と

性
の
女
性
と
せ
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
從
っ
て
般
若
面
を
難
色
狂
暴
性
を
示
す
鬼
女
の
如
く
表
は
す
む
も
、
又
、
怖
ろ
し
き
而
相
の

、
女
、
乃
至
忰
姉
の
葱
と
せ
ら
れ
る
の
も
、
ゞ
．
さ
て
は
沈
香
の
一
種
で
衝
は
伽
羅
と
せ
ら
れ
る
の
も
所
由
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ら

う
。
因
み
に
云
ふ
、
「
伽
羅
」
は
際
．
罰
両
唱
員
屋
の
器
、
唇
旨
は
「
黒
」
、
侭
員
屋
は
〔
冨
乏
〕
弓
胃
陣
眉
目
莨
筐
。
の
弓
。
良

い
且
§
の
》
倉
昌
騨
骨
農
昌
。
、
盲
．
）
即
ち
香
水
で
、
そ
の
木
の
心
の
堅
い
鵬
は
黒
褐
色
で
水
に
沈
み
、
香
と
し
て
は
よ
く
、
遙
材

●

（
し
ら
た
、
即
ち
沈
の
ぽ
た
）
は
水
に
浮
き
香
よ
か
ら
・
ず
、
伽
羅
香
は
色
黒
く
香
蝿
く
、
香
の
中
の
黒
女
紳
（
罰
５
と
総
す
ぺ
き

で
あ
る
Ｏ

、

》
〔
干
潟
袖
〕
小
野
島
淋
の
般
若
に
棚
す
る
以
上
の
説
は
頗
る
探
る
ぺ
き
も
の
が
あ
る
が
、
た
図
し
か
し
、
そ
の
論
擁
の
概
要
軸
と

な
っ
て
居
る
所
の
、
辨
天
が
時
と
し
て
は
ご
員
唱
（
Ⅱ
闘
胃
狂
暴
性
の
黒
女
祁
）
と
Ⅲ
一
・
脱
さ
れ
て
居
ろ
と
い
ふ
と
と
は
、
〔
冨
弓
〕

は
大
救
事
詩
マ
ハ
ー
・
〈
－
ラ
タ
（
旨
い
旨
９
月
“
厨
）
昇
號
ご
ｇ
・
）
に
あ
る
と
す
る
が
、
し
か
し
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
の
そ
の
場
合
、

。
果
し
て
如
何
な
る
軸
で
胴
粁
を
同
一
脱
し
た
の
か
は
明
で
な
く
、
呪
ん
や
そ
の
他
に
は
例
が
見
謝
ら
ぬ
や
う
で
あ
る
し
、
叉
，

曾
冨
思
想
は
後
の
佛
教
中
の
栴
教
、
特
に
西
城
の
ラ
マ
教
の
中
に
は
全
面
的
に
採
入
れ
ら
れ
、
・
諸
佛
も
諸
稗
蔬
も
夫
盈
そ
の

？
・
言
と
持
つ
こ
と
に
な
っ
て
暦
り
、
原
初
佛
（
動
島
冒
邑
冨
）
な
る
持
金
剛
（
扇
貢
且
冒
国
）
の
留
冨
は
般
若
度
亀
且
‐

。
官
国
目
ｇ
で
あ
り
、
職
伽
行
派
で
は
冒
目
厨
は
悲
の
佛
格
脱
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の
普
冨
．
は
般
蒟
９
国
百
コ
）
と

、

今



=

（
賊
）
婆
心
言
。
、
。
《
《

〔
干
潟
袖
〕
乙
典
で
は
故
湫
は
何
を
云
は
ん
と
し
て
鵬
た
の
か
は
、
敢
稲
も
な
く
．
、
メ
モ
さ
へ
も
こ
Ｌ
は
礎
つ
元
鵬
な
い
の
で
全
‐一

く
わ
か
ら
ぬ
と
せ
〃
ば
な
ら
ぬ
。
た
ぜ
想
像
す
ら
く
、
こ
Ｌ
で
川
洲
が
平
生
持
約
と
し
て
恥
生
な
ど
に
よ
く
柵
っ
て
居
た
所
を
文

に
せ
う
と
思
っ
て
居
た
の
で
あ
ら
う
。
即
ち
、
叫
諦
幽
文
學
乃
寵
は
閏
史
を
研
究
す
る
荷
が
今
少
し
梵
語
を
や
伽
ぱ
も
つ
と
易
共

↑
と
新
方
面
を
開
拓
す
る
》
」
と
が
川
来
る
で
あ
ら
う
に
。
從
來
の
倒
恥
關
係
の
人
述
が
梵
諦
と
い
ふ
と
「
低
劫
」
が
っ
て
殆
ど
や
ら

な
い
か
ら
、
つ
ま
ら
ぬ
事
に
む
や
み
に
苦
し
み
、
兄
徴
ち
が
ひ
の
こ
と
を
「
千
ま
ん
だ
ら
」
な
ら
く
つ
ｉ
「
雌
駄
」
骨
ば
か
り
折
．

っ
て
階
る
こ
と
が
「
ば
さ
ら
」
あ
る
こ
と
「
ぱ
し
や
ら
」
の
解
樺
に
於
け
る
如
し
と
で
も
「
し
や
畑
』
ど
の
で
あ
ら
う
と
。

●
－

，
℃

せ
ら
れ
る
が
、
然
し
こ
れ
ら
何
れ
の
場
合
も
狂
暴
性
の
難
女
紳
（
六
旨
）
的
の
も
の
を
ｍ
騨
冨
と
し
て
ば
腓
な
い
。
男
惟
の
大
黒

洲
（
冨
脚
言
‐
罰
』
四
）
は
守
継
洲
と
し
て
亜
ん
ぜ
ら
れ
、
像
の
作
例
も
多
い
か
、
女
惟
の
難
女
洲
（
天
白
）
は
作
例
が
兄
蹴
ら
ぬ
や

弓
で
あ
る
。
右
の
如
く
印
度
教
で
も
辮
教
で
も
、
狂
暴
性
の
ロ
員
唱
（
Ⅱ
汽
昌
）
芹
辨
天
や
般
恭
と
Ｍ
一
脱
し
た
こ
と
は
あ
ま
り

例
が
な
い
や
う
に
自
分
に
は
恩
は
れ
ろ
、
こ
の
軸
が
も
つ
と
迩
碓
に
在
証
さ
れ
な
い
限
り
．
、
故
湘
の
こ
の
舵
は
伽
る
面
向
い
説
で

、

ば
あ
Ｚ
が
、
今
の
虚
ま
だ
諭
搬
が
弱
い
と
い
は
い
ば
な
る
ま
い
。
し
か
し
確
か
に
宅
勿
の
蹄
辛
亦
咋
｜
投
げ
か
け
、
似
批
た
出
し
て
、

今
後
の
研
究
を
促
し
た
黙
に
於
て
注
目
に
価
す
る
も
の
で
あ
る
。

、

一

一

〆

｡

一
一
一
一

夕

と






